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【背景 と 目的】 近年 の研 究 か ら、癌(幹)細胞 の増殖 と胚性幹 細胞(ES細胞)の 自
己複製 の 問に共 通点 が存在 す る こ とが わか って きた。 例 えば、癌細 胞 の増 殖 に
関与 してい るStat3経路 な どの シ グナル伝 達経路 がマ ウスES細胞 の 自己複 製 に
お いて も働 いて い るこ とが知 られ てい る。 この こ とか ら、ES細胞 の 自己複 製 に
関 与 してい る分 子 が癌細胞 の増殖 におい て も働 いてい る可能性 が考 え られ る。
実際 、ES細胞 の 自己複 製促進 因子 で あ るNano9がマ ウス の繊 維芽 細胞株 で あ る
MH3T3細胞 を癌化 す るこ とが既 に報告 され てい る。 そ こで本 研究 で は、Nanog
が ヒ トの繊 維 肉腫 の増殖 において何 らかの役割 を果 た してい るので はない か と
考 え、 ヒ ト繊維 肉腫 由来で あ るHT1080細胞 を用 いて検討 を行 った。
【結 果 】 まず 、RT-PCR法に よ りHT1080細胞 にお いてNanogmRNAが発 現 して
い るこ とを確認 した。 次に、Nanogを誘 導的 に過 剰発 現 でき るHT1080細胞株 を
樹立 した。 このNano9発現細胞株 を軟 寒天培 地 中で培養 した ところ、軟寒天 培
地 中にお け る コロニー形成 能がNano9の発 現 に よって 上昇 した。 さ らに、 この
細胞株 とNano9の発 現 を誘 導的 に抑制 で き る細 胞株 を用 いて 、Nan。9の下流遺伝
子 を探 索 した ところ、い くつかの候 補遺伝 子 を見 出 した。最 後 に、見 出 した遺
伝 子群 をHT1080細胞 で過剰 発現 させ て軟寒 天培 地 中で培養 した ところ、軟 寒天
培地 中にお け る コロニー形成能 を上昇 させ る遺伝 子 を見 出 した。
【考 察 】本研 究 の結果 か ら、ES細胞 の 自己複製促 進 因子 であ るNanogがヒ ト
繊 維 肉腫 の足場 非依 存性増殖 にも関与 してい る こ とが示 唆 され た、
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